
東北地区大学図書館協議会 合同研修会
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「学生に寄り添う大学図書館に」

武庫川女子大学附属図書館
川崎 安子



武庫川女子大学の紹介
大学10学部17学科・1専攻科

文､教育､ 健康・スポーツ科学、生活環境､食物栄養、建築、
音楽､薬､ 看護、経営、音楽（専攻科）

短期大学部7学科
日本語文化､英語ｷｬﾘｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ､幼児教育､心理･人間関係､
健康・スポーツ､食生活、生活造形

大学院7研究科13専攻
文学､臨床教育学､ 健康・スポーツ科学､ 生活環境学､建築学､ 薬学､看護学

附属中学・高等学校、附属幼稚園、附属保育園、13附置研究所

大学学部生：8,418人、短大生：995人、大学院生：274人
大学専攻科生：8人、卒業生：約19万人

大学・短大教員数（教育職員・教務職員） 398人
職員数（事務職員・技能労務職員） 194人 （※ 2021年5月1日現在）
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附属図書館の概要
• 所 在： 兵庫県西宮市
• 館 数： 中央図書館，薬学分館，甲子園会館分室
• 蔵 書 数： 図書 約69万冊，雑誌 約1万種，電子ジャーナル 約1万種，

電子ブック 約1万冊，視聴覚資料 約1万4千点
• 資料購入費： 約1億円／年
• 入 館 者 数： 約2万人／年 ※コロナ禍で約46万人から96％減
• 貸 出 冊 数： 約5万冊／年 ※コロナ禍で約18万冊から72％減
• 職 員 数： 専任4名（うち有司書資格者2名）

委託職員39名（うち有司書資格者34名）

（2020年度実績）
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中央図書館の改修
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・改修目的： 2012年度を「情報教育研究環境の改革元年」と位置づけ、
教育の質の向上、研究力の向上、国際化への取組みを目指し、
基盤となる施設・設備の整備計画を常任理事会で決定。
先鞭をつけて、中央図書館のハード（建物）、ソフト（シス
テム）、ネットワーク基盤（クラウド化）、人（業務委託拡大）
をリニューアル。
2013年10月、武庫川学院教育環境整備戦略委員会を設置。

・工事期間： 2013年8月3日（土）閉館後～2013年11月15日（金）
・休館期間： 2013年8月5日（月）～2013年9月13日（金）
・部分開館： 2013年9月17日（火）～2013年11月15日（金）
・グランドオープン： 2013年11月16日（土）～



重要答申から見た日本の高等教育政策
• ２００５年 中教審 「我が国の高等教育の将来像」

• ２００８年 中教審 「学士課程教育の構築に向けて」

• ２０１２年 中教審 「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて

～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ」

• ２０１７年 中教審 「我が国の高等教育に関する将来構想について（諮問）」

• ２０１８年 中教審 「２０４０年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）」
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改修前後の比較

◆入館者数 209％

◆貸出冊数 119％

◆司書課程履修者数 120％

◆卒業生の利用登録者数 345名
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武庫川女子大学附属図書館の取り組み

①活字に触れる、楽しむ

③書く力を身につける

④読活プロジェクト

⑤地域・社会貢献

卒業生コーナー

英語ライティング・プラザ

日本語ライティング支援デスク

R.E.A.D.プログラム

MWU電子図書館

読書に関わるアンケート調査

ライブラリー・カフェ

シラバスコーナー

SDGs/LGBTコーナー

オープン・ライブラリー

電子書籍の森

文学賞受賞作品コーナー

ノンフィクション作品コーナー

作家と語る

学生のお薦め本コーナー

②良き読者を育てる



1階：ライブラリー・カフェ
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・ルイス・ポールセンの照明
・6種類のデスク＆チェア
・荷物を入れるためのバスケット
・BGM & スクリーンに映像配信

学生専用コミュニティー・ルーム カウンター式の座席が人気

展示用書架

現在、コロナ禍により休業中



2階：グローバル・スタジオ
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・常時、イングリッシュ・シャワー空間を演出
・多言語対応パソコン
・プレゼンテーション、傾聴姿勢を録画してチェック
・試合のリフレクションやパブリック・ビューイング
・TV会議、Skypeを活用した授業
・調印式や各種研修会、学会のレセプション

日本文化コーナー立礼点前



3階～4階：学習図書閲覧室
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既存家具を再配置

カウンター席に次いで人気のキャレル席



5階：ライフデザイン・スタジオ
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・資格関連図書、問題集（約8,000冊）
・書店風レイアウト
・エクステンション・センターのスタッフが常駐

⇒2020年度よりマイクロリーダー室に変更
・英語多読書コーナー（約15,000冊）
・教科書・指導書コーナー（約4,000冊）
・情報検索コーナー（PC20台）

⇒2021年度にPC28台を増設
・英語ライティング・プラザ

➡



6階：アクティブ・ラーニング・スタジオ
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・30人収容2部屋、60人収容2部屋を設置
・予約が入っていなければ誰でも自由に利用可能
・予約状況はデジタルサイネージで確認
・可動式デスク＆チェアで好きなスタイルに
・各部屋にプロジェクタとマイクを設置
・全面ホワイトボードでマグネット仕様、取外し可
・持ち運べるホワイトボードが特に人気
・全エリアWi-Fi完備
・貸出用ノートPCやタブレット端末を使って好きな場所で
・電子黒板を活用した模擬授業も

現在、コロナ禍により図書館から切り離して運用



地階：雑誌・研究図書閲覧室
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各席に電源コンセントを2口設置

電動集密書架
様々なデザインのチェア

ラウンジ＆コピーコーナー

大人気のシアタールーム

2021年度に
PC36台を増設



読書に関わるアンケート調査
• 2012年度より実施
• 全学生対象のWebアンケート
• 「読書世論調査」の設問と本学図書館満足度の調査
• ↓
• 2019年度調査では、約80％が「満足・ほぼ満足」と回答

＜実現事例＞
飲食、充電、資格・就活関連図書、ファッション・一般雑誌、
文庫コーナー、文学賞作品コーナー、作品展示エリア、
着替えられる部屋、映像資料のグループ視聴、
スタッフのユニフォーム、開館時間、貸出冊数、貸出期間
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学生協働の変遷
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＜改修前＞ ～2012年度： 全学生を対象

• 見計らい図書の選書，ブックハンティング

• オープンキャンパスでの図書館案内

＜改修直後＞ 2013～2016年度： SSLCの採用

• 資料装備，利用案内，企画展示，POP作成，イベント開催

• 75年誌 『MUKO BON！』の編集・発行

• ライブラリー・カフェの運営

＜現在＞ 2017年度～： 司書課程の学生を対象（一部、SSLC）

• 図書館業務の実務実習

各種カウンター業務，見計らい図書の選書，目録・装備，配架・配列直し，

書架移動，資料補修，レファレンス，集会活動，R.E.A.D.プログラム，

ブックトーク，企画展示，POP・ブックリスト作成，リポジトリ登録，除籍 など

• ライブラリー・カフェの運営



共催・巡回企画展示
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千代田区立千代田図書館「2大書評紙展」

兵庫教育大学教材文化資料館「夢と青春の修学旅行」

アジア図書館「世界の絵本展」



出版社との連携①
• 出版社10社 「書物復権コーナー」 472冊～

岩波書店／紀伊國屋書店／勁草書房／青土社／東京大学出版会
白水社／法政大学出版局／みすず書房／未來社／吉川弘文館
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出版社との連携②
• 出版社6社 「世界のノンフィクションコーナー」 150冊～

青土社／亜紀書房／紀伊國屋書店／作品社／白水社／みすず書房
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出版社との連携③
• 出版社10社 「美術書フェア」 150冊～

求龍堂／クレオ／芸術新聞社／秀作社出版／淡交社／中央公論美術出版
東京美術／西村書店／平凡社／武蔵野美術大学出版局
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出版社との連携④
• 週刊読書人 「書評キャンパス」
• 学生がプロの指導を受けながら書評を執筆
• 書籍代、原稿料も貰える！
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企画展示記念イベント①
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企画展示記念イベント②
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企画展示記念イベント③
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作家と語る
• 第1回 あさのあつこさん
• 第2回 髙田郁さん
• 第3回 小川洋子さん
• 第4回 桐野夏生さん
• 第5回 森絵都さん
• 第6回 森見登美彦さん
• 第7回 塩田武士さん

◆読書会の実施
◆学生とのトークセッション
◆『グッときた一文集』を制作
◆新作に武庫川が登場
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80年史の制作
◆75年史『MUKO BON！』
• プロの編集者，ライター，イラストレーター，

カメラマン，校正者，印刷会社などの指導の下，
14名のSSLCが取材時のポイントや編集・校正の
仕方を学ぶ

• 自校教育授業の副読本として，初版1万部を発行
• 事実を調べ，裏づけを取る作業の重要性を知る

◆80年史の制作
• 共通教育科目「本を編む」を開講
• 4年をかけて完成
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共通教育科目「未来造形」絵本コーナー
・半期ごとに絵本展示
・学生の許諾が取れた絵本は、図書館蔵書として受入登録
・卒業生が絵本作家デビュー、受賞記念展覧会を開催
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R.E.A.D.プログラム

• 読書介助犬への読み聞かせ活動
（＝Reading Education Assistance Dogs）

• ソルトレイクシティ中央図書館が最初
• 日本では本学図書館が初めて
• 阪神間にセラピードッグを養成する

NPO法人が複数存在
• 多数のメディアから取材申し込み

（NHK, 毎日放送, 読売新聞, 産経新聞, 日本経済新聞など）
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英語学習支援
• 英語多読書 約1万5千冊
• 〃 （電子書籍） 約570冊
• English Plaza
• International Plaza
• Writing Plaza
• 多言語端末，Skype
• イングリッシュ・シャワー・エリア
• 海外の大学とのテレビ会議
• MELs（Mukogawa English Learning Support system）
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ライティング支援
• 「英語ライティング・プラザ」（授業開講期 週3回）

英語文化学科，共通教育部，外国語教育推進室と協働
2015年度 「教育改善・改革プラン」採択
多読書コンテンツの爆発的利用

• 「日本語ライティング支援」（レポート・論文提出時期）
国内外の大学のライティング・センターを視察
2017年度よりサービス開始
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学術機関リポジトリ
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リポジトリ構築による副次的効果
• 『大学紀要』編集委員会の主管部署が附属図書館に

⇒ 2019年度より教務部から附属図書館に移管
「iThenticate」で新規性に問題がないかチェック

• 著作権のことは附属図書館にまず相談、という空気に
⇒ 学内刊行物のオープンアクセスに関与

必修科目「初期演習Ⅰ」「初期演習Ⅱ」の授業コマを担当
「Turnitin」でレポートの剽窃チェック

• 「新日本古典籍総合データベース」
⇒ 国文学研究資料館よりお声がけいただき、

「日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画
（略称：歴史的典籍NW事業）」に参画
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コロナ禍下、電子教材の利用が急増！
• 貸出用ノートパソコンをすべて遠隔授業用に供出
• シラバス掲載の教科書・参考書のうち、電子版をすべて購入
• 約1,200自治体の教員採用試験過去問の電子版を搭載
• リポジトリで公開できない本学の修士論文・卒業論文の電子版を搭載
• 1年生の必修科目「初期演習」で担当している四コマ（「図書館の活用方

法」「文献と情報活用の倫理」「図書館を活用した情報収集」「アカデ
ミック・ライティングの基礎」）についてオンデマンド教材を作成

• 28種のパスファインダーを図書館のホームページに掲載
• 「情報検索プラザ」の代わりに、オンデマンド教材「あなたの卒論応援し

ます」など3種を制作、YouTubeに公開
• 一度も来館していない新入生のために、施設紹介動画を制作、公開
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MWU電子図書館の構築
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ジャンルの見直し

35



広報宣伝用ビジュアル

ターゲットユーザー別に制作
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紙書籍と一緒に
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独自資料で演出
①ダウンロード・印刷不可の特性を活かし、リポジトリで公開

できない修士論文・卒業論文を搭載
②雑誌「教員養成セミナー」
③全自治体の教員採用試験過去問題集
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司書課程との協働

電子書籍POP

ブックリスト
（表面） ⇒

⇓ （裏面）
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電子書籍の森
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コンテンツの学生ニーズ

注目！
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「dマガジン for Biz」の導入
・ 最新号300誌以上（BN1,300冊以上）が読み放題
・ 2019年度より、「かんたん検索機能」が追加
・ 情報収集・レポート作成等への活用を期待
・ 購入、受入装備、配架、除籍業務の軽減
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SDGs（持続可能な開発目標）
• 2015年9月、国連サミットで加盟国の全会一致で採択された国際目標
• 国連加盟国すべてが2030年までに持続可能なより良い世界を目指す
• 17の目標と169のターゲットを設定
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ESD（持続可能な開発のための教育）
• 2002年、日本が最初に世界に向けて推進を提言した教育
• 2019年12月の第74回国連総会では「ESD for 2030」が採択さ

れ、「すべてのSDGsの成功への鍵として、ESDはSDGsの達成
の不可欠な実施手段である」「国際社会に対し、幼児教育から
高等教育、遠隔教育、職業技術教育まで、すべての教育段階に
おいて包摂的かつ公正な質の高い教育を提供するよう求める」
ことなどが決められた

• 2020年度から施行された小学校、中学校、高等学校の新学習指
導要領の前文ならびに総則において「持続可能な社会の創り手
の育成」が掲げられ、各教科・領域でESDに関連する内容・記
述が多く盛り込まれている
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「だれ一人取り残されない」持続可能な世界

◎セクシャルマイノリティの学生たちとの出会い
• LGBTの分類に収まらない性的指向や性自認
• QIA+も含めた様々な資料を読みたいという切実な願い
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◎全盲の大学院生の入学をきっかけに
• 点字案内
• テキストデータの提供
• PC-Talkerに対応した音声ソフトウェアの導入

「だれ一人取り残されない」持続可能な世界



SDGs/LGBTコーナー
・約4,000冊の紙書籍を収集
・MWU電子図書館にジャンル追加
・Webアプリ『BOOK GACHA』
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経営学部「実践学習プログラム」
• 1年生後期からスタートし、卒業までに4単位が必修
• 1単位につき、45時間の活動時間にて実施（9単位まで可能）
• 就労体験を通じて、実社会を学び、適性を知る

• 2021年度より図書館プログラムがスタート
「SDGs/LGBTコーナーを活用した社会貢献活動」

48



大学図書館としてSDGsに寄与できることは？
大学図書館という場と、必要な資料・情報を提供する
• 学生自身が試行錯誤しながら自身の適性を知るために

⇒正課教育と課外活動の両方に対応可能
• 地球市民として、生涯学習の観点から

⇒保護者、卒業生、地域の中学生・高校生、連携協定校・機関 等
2021年8月より、顔認証システム「SAFR™」を導入
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活字とICTに強い女性の育成
＜進行中の取り組み＞
• 魅力あるコンテンツの充実
• 授業での積極的活用
• 生涯教育支援
• 地域貢献（他機関・他大学との連携強化）
• シラバス教科書・参考書の電子化
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ご清聴ありがとうございました。

武庫川女子大学附属図書館
川崎安子

anzu01@mukogawa-u.ac.jp
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